
平成21年4月期 第2四半期決算短信（非連結） 

平成20年12月12日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社ソフトウェア・サービス 上場取引所 大 

コード番号 3733 URL http://www.softs.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 宮崎勝

問合せ先責任者 （役職名） 経営企画ユニット長 （氏名） 寺本昌弘 TEL 06-6350-7222

四半期報告書提出予定日 平成20年12月12日

1.  平成21年4月期第2四半期の業績（平成20年5月1日～平成20年10月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年4月期第2四半期 2,202 ― 273 ― 262 ― 116 ―

20年4月期第2四半期 2,117 △18.9 490 △7.7 507 △7.5 301 △6.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年4月期第2四半期 21.59 ―

20年4月期第2四半期 55.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年4月期第2四半期 6,271 5,674 90.5 1,049.75
20年4月期 6,744 5,761 85.4 1,065.76

（参考） 自己資本   21年4月期第2四半期  5,674百万円 20年4月期  5,761百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年4月期 ― 0.00 ― 42.00 42.00
21年4月期 ― 0.00 ――― ――― ―――

21年4月期（予想） ――― ――― ― 42.00 42.00

3.  平成21年4月期の業績予想（平成20年5月1日～平成21年4月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,180 2.4 790 △33.0 780 △33.7 420 △39.3 77.69

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

一部簡便な会計処理を適用しておりますが、重要性が乏しいため注記を省略しております。 
また、四半期財務諸表の作成に特有の会計処理については、該当事項はありません。  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年4月期第2四半期  5,488,000株 20年4月期  5,488,000株

② 期末自己株式数 21年4月期第2四半期  82,270株 20年4月期  82,185株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年4月期第2四半期  5,405,760株 20年4月期第2四半期  5,487,925株

＊業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年６月13日に発表いたしました業績予想から修正しております。詳細につきましては、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．業績予想に関する定性的情報を
ご参照下さい。 
２．上記予想には、本資料の発表時現在の将来に関する前提、見通し、計画に基づく予測が含まれております。そのため、経済、事業環境の変動等にかかるリスクや不
確定要因により実際の業績が記載の予想値と大幅に異なる可能性があります。 
３．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に伴い、四半期財務諸表を作成しております。  



定性的情報・財務諸表等 

１．経営成績に関する定性的情報 

   当第２四半期累計期間のわが国経済においては、原油を始めとする資源価格の高騰及び米国に端を発した金融危

機の拡大には一定の沈静化が見られたものの、急激な円高進行と世界的な金融資本市場の混乱は依然として継続し

ました。企業収益の悪化や個人消費の落ち込みも回復するには至らず、景気は低迷状態のまま推移しております。 

   医療業界におきましても、特定健診・特定保健指導・診療報酬オンライン請求の義務化、75歳以上の医療保険制

度の変更、長期療養病床の削減、社会保険費用の国庫負担額抑制等といった外部状況の変化に加え、医師不足・人

材不足による医療提供体制や介護事業縮小の問題等を抱え、経営環境は厳しさを増す傾向にあります。  

   このような中、当社は電子カルテシステムの開発・販売を中心に事業を展開し、平成20年８月に第４回「ＳＳユ

ーザー会」及び第２回「ＳＳユーザー看護部会」が開催されるなど、顧客病院との堅固な関係性を構築してまいり

ました。 

   また、ここ数期に亘って行ってきた採用強化の結果、社内の人的環境はより向上しつつあります。「次期バージ

ョン電子カルテシステム」の開発が部分的な検証作業に入り、今後の稼動時期の集中が想定される中で、さらに顧

客満足度の高い製品提供を目指して、全社にて真摯な取り組みを継続しております。  

   しかしながら、景気と経営環境の先行き不透明感から、医療機関のシステム投資や設備投資への意欲はいまだ減

退傾向にあり、縮小した市場での有力ベンダー数社の競争は激しいものとなっております。この影響下にて、当第

２四半期累計期間の売上高は 百万円、受注高は 百万円、受注残高は 百万円、利益面におきまして

は、営業利益 百万円、経常利益 百万円、四半期純利益 百万円となりました。  

  

  

2,202 1,490 1,028

273 262 116

２．財政状態に関する定性的情報 

（１）資産・負債及び純資産の状況 

 （資産） 

当第２四半期会計期間末の総資産につきましては、前事業年度末と比較して 百万円減少し、 百万円と

なりました。主な増減要因は、現金及び預金 百万円の減少、売上債権 百万円の減少、及びたな卸資産 百

万円の増加によるものであります。 

 （負債） 

当第２四半期会計期間末の負債につきましては、前事業年度末と比較して 百万円減少し、 百万円となり

ました。主な増減要因は、仕入債務 百万円の増加、未払金 百万円の減少、前受金 百万円の減少、及び未

払法人税等 百万円の減少によるものであります。 

 （純資産） 

当第２四半期会計期間末の純資産につきましては、前事業年度末と比較して 百万円減少し、 百万円と

なりました。主な増減要因は、四半期純利益 百万円及び第39期利益剰余金の配当金 百万円によるものであ

ります。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

   当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ  

百万円減少し、 百万円となりました。 

   当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は、 百万円となりました。これは主に、税引前四半期純利益 百万円、減価

償却費 百万円、売上債権減少額 百万円、たな卸資産増加額 百万円、前受金減少額 百万円、投資有価

証券評価損 百万円、法人税等の支払額 百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した金額は、 百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出 百

万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した金額は、 百万円となりました。これは主に、配当金の支払額 百万円によるもの

であります。 
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３．業績予想に関する定性的情報 

 平成21年４月期の当社業績は、継続する景気の不安定感による市場の縮小の影響を受け、前回発表予想を下回る

見通しとなりました。 

積極的な営業努力を行ってまいりましたが、有力ベンダー間の競争激化、当初計画案件の稼動時期延期と受注獲

得病院の小規模化による売上高の減少、導入システム・機器の構成内容の変更等による利益構造の悪化は避けられ

ないものとなっております。また金融市場の低迷による投資有価証券評価損の発生も大きな懸念事項であります。 

当社を取り巻く事業環境は今後も厳しい状況で推移すると想定されるため、通期業績予想を下記の通り修正いた

します。 

売上高 百万円（前年同期比 ％増）、営業利益 百万円（同 ％減）、経常利益 百万円（同 ％

減）、当期純利益 百万円（同 ％減） 

 

   

5,180 2.4 790 33.0 780 33.7

420 39.3

４．その他 

（１）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規

則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

 ②通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、個別法による原価法によっておりましたが、第１四

半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用さ

れたことに伴い、個別法による原価法（貸借対照表価額については、収益性の低下に基づいて簿価を切下げる

方法）により算定しております。これにより、当第２四半期累計期間の損益に与える影響はありません。 



５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成20年10月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,296,591 1,746,326

売掛金 868,733 964,986

商品 151,032 38,792

仕掛品 92,872 39,357

その他 42,998 105,321

貸倒引当金 △6,904 △6,977

流動資産合計 2,445,323 2,887,806

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,573,212 1,645,854

構築物（純額） 25,229 26,632

工具、器具及び備品（純額） 162,700 113,296

土地 1,629,652 1,629,652

有形固定資産合計 3,390,794 3,415,435

無形固定資産 14,415 13,850

投資その他の資産   

投資有価証券 259,728 301,181

関係会社株式 20,000 20,000

その他 140,890 106,466

投資その他の資産合計 420,619 427,648

固定資産合計 3,825,829 3,856,934

資産合計 6,271,152 6,744,741

負債の部   

流動負債   

買掛金 124,220 105,086

未払法人税等 111,560 311,114

前受金 236,114 353,006

その他 124,618 214,227

流動負債合計 596,513 983,434

負債合計 596,513 983,434

純資産の部   

株主資本   

資本金 847,400 847,400

資本剰余金 1,010,800 1,010,800

利益剰余金 3,938,578 4,048,903

自己株式 △102,819 △102,714

株主資本合計 5,693,958 5,804,388

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △19,319 △43,081

評価・換算差額等合計 △19,319 △43,081

純資産合計 5,674,639 5,761,307

負債純資産合計 6,271,152 6,744,741



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年５月１日 
 至 平成20年10月31日) 

売上高 2,202,101

売上原価 1,507,879

売上総利益 694,221

販売費及び一般管理費 420,746

営業利益 273,475

営業外収益  

受取利息 2,001

受取配当金 4,766

その他 5,405

営業外収益合計 12,174

営業外費用  

投資有価証券評価損 23,120

営業外費用合計 23,120

経常利益 262,529

特別利益  

貸倒引当金戻入額 72

特別利益合計 72

特別損失  

固定資産除却損 206

投資有価証券評価損 58,336

特別損失合計 58,542

税引前四半期純利益 204,060

法人税、住民税及び事業税 106,215

法人税等調整額 △18,874

法人税等合計 87,341

四半期純利益 116,718



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年５月１日 
 至 平成20年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 204,060

減価償却費 108,068

貸倒引当金の増減額（△は減少） △72

受取利息及び受取配当金 △6,768

投資有価証券評価損益（△は益） 81,456

固定資産除却損 206

売上債権の増減額（△は増加） 96,253

たな卸資産の増減額（△は増加） △165,756

仕入債務の増減額（△は減少） 19,134

未払消費税等の増減額（△は減少） 27,766

前受金の増減額（△は減少） △116,892

その他の流動負債の増減額（△は減少） △78,783

その他 27,543

小計 196,215

利息及び配当金の受取額 6,765

法人税等の支払額 △303,836

営業活動によるキャッシュ・フロー △100,855

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △121,154

無形固定資産の取得による支出 △2,068

短期貸付金の回収による収入 333

投資活動によるキャッシュ・フロー △122,890

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △104

配当金の支払額 △225,885

財務活動によるキャッシュ・フロー △225,990

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △449,735

現金及び現金同等物の期首残高 1,746,326

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,296,591



 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  



「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表 

（１）中間損益計算書 

  

  
前中間会計期間

（自 平成19年５月１日 
至 平成19年10月31日） 

区分 金額（千円）
百分比
（％） 

Ⅰ 売上高        2,117,982  100.0

Ⅱ 売上原価        1,368,959  64.6

売上総利益        749,022  35.4

Ⅲ 販売費及び一般管理費        258,211  12.2

営業利益        490,811  23.2

Ⅳ 営業外収益        22,703  1.1

Ⅴ 営業外費用        5,630  0.3

経常利益        507,885  24.0

Ⅵ 特別利益        7,791  0.4

税引前中間純利益        515,677  24.4

法人税、住民税及び事業税  217,023            

法人税等調整額 △3,252  213,770  10.1

中間純利益        301,907  14.3

        



（２）中間キャッシュ・フロー計算書 

  
前中間会計期間

（自 平成19年５月１日 
至 平成19年10月31日） 

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

税引前中間純利益  515,677

減価償却費  41,061

貸倒引当金の増減額（減少：△） △4,085

受取利息及び受取配当金 △16,285

投資有価証券評価損  5,630

投資有価証券売却益  △3,706

売上債権の増減額（増加：△）  163,793

たな卸資産の増減額（増加：△） △262,948

仕入債務の増減額（減少：△）  53,471

未払消費税等の増減額（減少：△） △67,326

前受金の増減額（減少：△） △14,351

その他 △90,434

小計  320,495

利息及び配当金の受取額  16,247

法人税等の支払額 △226,808

営業活動によるキャッシュ・フロー  109,934

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

投資有価証券の取得による支出 △44,809

投資有価証券の売却等による収入  44,276

有形固定資産の取得による支出 △757,868

無形固定資産の取得による支出 △2,918

投資活動によるキャッシュ・フロー △761,319

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

配当金の支払額 △229,771

財務活動によるキャッシュ・フロー △229,771

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額（減少：△） △881,156

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高  2,413,831

Ⅵ 現金及び現金同等物の中間期末残高  1,532,674

    



６．その他の情報 

(1）ハードウェア仕入実績 

 ハードウェアの仕入実績を示すと、次のとおりであります。 

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2）受注実績 

 受注実績を種類別に示すと、次のとおりであります。 

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3）販売実績 

 販売実績を種類別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

種類別 
当第２四半期累計期間

（自 平成20年５月１日 
至 平成20年10月31日） 

ハードウェア（千円）  453,428

合計（千円）  453,428

種類別 

当第２四半期累計期間
（自 平成20年５月１日 
至 平成20年10月31日） 

受注高 受注残高

ソフトウェア（千円）  1,111,060  682,407

ハードウェア（千円）  379,500  345,962

合計（千円）  1,490,560  1,028,368

種類別 
当第２四半期累計期間

（自 平成20年５月１日 
至 平成20年10月31日） 

ソフトウェア（千円）  1,132,918

ハードウェア（千円）  374,904

保守サービス（千円）  694,278

合計（千円）  2,202,101
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